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Abstract 
In this paper, we discuss the social impact of projection mapping technology from technical and utilization’s points of 
view based on existing researches regarding social impact for other technologies and the existing report for projection 
mapping. Especially we focus on how this technology has socially and environmentally changed our lives. We firstly survey 
the articles in the newspaper which were published from 1985 to 2015 and some latest technical papers. After that, we 
analyze them. According to our survey and analysis, we have found some interesting characteristics for projection mapping. 
As a conclusion, we show that projection mapping is deeply related to the reconstruction of a declining rural area.  
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プロジェクションマッピングは、視覚効果を与えるという側面から AR の 1 種と捉えることができ













ーテインメントと AR の関係、社会基盤としての AR の現状、そして個人の表現活動という文化的な
インパクトという 3 つの側面から述べている。AR の前身といえる技術としては、18 世紀末から 19
世紀初頭のヨーロッパにおける「ファンタスマゴリ」がある。幻灯機による「お化け屋敷」の実現は、
60 年以上前からエンターテイメントとしてその時代のハイテク技術が利用されていたことを示して







ビスを加えることになる。そして PC の高性能化などにより、2007 年頃よりアマチュアプログラマ、










必要である。内閣官房の高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（IT 総合戦略本部）は 2015 年 6
月 30 日、モノのインターネット（IoT）や人工知能などによるデジタル化への変化を踏まえ、2020 年

















































年 3 月 11 日の朝日新聞朝刊（都・２地方面）に掲載された「江戸の町民文化に親しんで 日本橋と神










ングに加え「IoT」、「人工知能」、「ビッグデータ」に関する 2006 年から 2015 年末までの記事数につい
て掲載年毎にまとめたものが図 1 である。 
 




年以前からもコンスタントに出現しているが、やはり 2013 年から急激に増えている。「IoT」は 2015





図 2 プロジェクションマッピングに関する記事数（月別） 
2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
プロジェクションマッピング 0 0 0 0 0 1 2 58 111 136
IoT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 38
人工知能 18 22 16 17 24 27 54 60 102 195























































































































































































































































































図 2 は 2013 年以降の月毎のプロジェクションマッピングの記事数の推移である。2014 年、2015
年を見ると 10 月、11 月、12 月と年末に向けて増加傾向にあることがわかる。また、7 月も前後の月
と比べると高い傾向が伺える。 





2015 年 7 月の記事本体を見たところ、表 1 中の No.1、2、7、9、10、11 に該当する 12 記事中 6 記
事は夏の期間限定イベントでのプロジェクトマッピング使用に関する記事であった。 
 
表 1 2015 年 7 月の記事概要 
No 発行日 朝夕刊 面名 見出し 
1 2015 年 7 月 1 日 朝刊 新潟全県・１地方 
ＬＥＤ１５２万９１０３球、ギネス認定 
妙高のホテル ／新潟県 
2 2015 年 7 月 3 日 朝刊 名古屋・１地方 
テレビ塔から新夜景、１８日から９月２
７日まで ／愛知県 




4 2015 年 7 月 7 日 朝刊 長崎全県・２地方 
（読者と語るながさき）平和報道、大学
生と考える ／長崎県 
5 2015 年 7 月 8 日 朝刊 新潟全県・２地方 
ＬＮＧ基地に見学者施設 国際石油開発
帝石 ／新潟県 
6 2015 年 7 月 12 日 朝刊 高知全県・１地方 
龍馬の人生、からくり時計で 「幕末志
士社中」で３話上映 ／高知県 
7 2015 年 7 月 17 日 朝刊 新潟全県・２地方 ガイド ／新潟県 
8 2015 年 7 月 19 日 朝刊 大分全県・２地方 
暑い夏、ヒンヤリ体験いかが 城島高原
パークに仲間入り ／大分県 
9 2015 年 7 月 24 日 朝刊 横浜・１地方 県庁舎壁彩る写真募集 ／神奈川県 
10 2015 年 7 月 24 日 夕刊 夕刊ｂｅ金曜５面 ガイド 【大阪】 
11 2015 年 7 月 29 日 夕刊 １社会 Ａｒｏｕｎｄ Ｔｏｋｙｏ 




表 2 は 2015 年 12 月にプロジェクションマッピングというワードが含まれたすべての記事である。
2015 年 12 月の記事本体を見たところ、表 2 の No.1、4、5、7、8、9、11、12、13、14、15、16、17、




2015 年 12 月の特徴として、高専、大学がプロジェクションマッピング制作に関与した記事が複数







表 2 2015 年 12 月の記事概要 
No 発行日 朝夕刊 面名 見出し 
1 2015 年 12 月 7 日 朝刊 阪神・１地方 
講堂の壁にＸマスの彩り 仁川学院でプ
ロジェクションマッピング ／兵庫県  
2 2015 年 12 月 8 日 朝刊 備後・１地方 
三原築城４５０年事業、地元まつりと連携 
概要決まる ／広島県  
3 2015 年 12 月 8 日 朝刊 名古屋・１地方 
イルミ拍手で七変化 豊橋技科大など開
発 豊橋駅東口 ／愛知県  
4 2015 年 12 月 8 日 夕刊 １社会 Ａｒｏｕｎｄ Ｔｏｋｙｏ  
5 2015 年 12 月 8 日 朝刊 群馬全県・１地方 
ぐんまフラワーパーク、クリスマス仕様の
温室 ／群馬県  
6 2015 年 12 月 10 日 夕刊 夕ファッション ショーウィンドー、詩的に華やかに  
7 2015 年 12 月 10 日 朝刊 石川全県・２地方 短信 ／石川県  
8 2015 年 12 月 10 日 朝刊 佐賀全県・２地方 佐賀情報 ／佐賀県  
9 2015 年 12 月 10 日 朝刊 伊賀・１地方 
光のアート、クリスマス １９～２６日、
ふるさと会館いが ／三重県  




11 2015 年 12 月 16 日 朝刊 熊本全県・１地方 
トンネル彩るツリー５０基 高森 ／熊
本県  
12 2015 年 12 月 16 日 朝刊 香川全県・１地方 
「冬のまつり」「メディアアート祭」 ２
０１５年冬、高松輝く ／香川県  




14 2015 年 12 月 18 日 朝刊 名古屋・１地方 
夜景を背景に光で描く物語 東山スカイ
タワー ／愛知県  
15 2015 年 12 月 18 日 朝刊 阪神・１地方 
関学時計台に光の花 １９、２０日に催し 
／兵庫県  
16 2015 年 12 月 20 日 朝刊 
ちば首都圏・１地
方 
富津岬に東京湾望むツリー ／千葉県  
17 2015 年 12 月 20 日 朝刊 ２社会 
（青鉛筆）「大都市よりも大東市」 商業
施設の壁に戦国武将の映像 【大阪】  
18 2015 年 12 月 27 日 朝刊 ２社会 
（つながる空の下 第３部）照英さん、沢
辺芳明さんに聞く 東京パラリンピック  
19 2015 年 12 月 29 日 朝刊 東特集Ｆ 
（朝日・和食フォーラム）ニッポンが誇る
食文化  
20 2015 年 12 月 30 日 朝刊 岡山全県・１地方 新春ガイド ／岡山県  
21 2015 年 12 月 31 日 朝刊 鳥取全県・１地方 新春ガイド ／鳥取県  
 
2015 年 12 月の記事から、プロジェクションマッピングの地方でのイベント利用という側面が見え









表 3 は、プロジェクションマッピングに関する記事が多い順に 46 都道府県を並べたものである。
また、1 位から 15 位までには、2010 年 10 月 1 日 国勢調査人口による都道府県人口の多い順のランク
を「人口順位」として付加した。 
 
表 3 プロジェクションマッピングに関する記事数（都道府県別） 
順位 都道府県 記事数 
人口 
順位  
順位 都道府県 記事数 
 
順位 都道府県 記事数 
1 東京都 35 1 
 
16 佐賀県 6 
 
31 三重県 2 
2 京都府 25 13 
 
17 埼玉県 6 
 
32 秋田県 2 
3 北海道 24 8 
 
18 和歌山県 6 
 
33 大分県 2 
4 兵庫県 20 7 
 
19 熊本県 5 
 
34 島根県 2 
5 愛知県 19 5 
 
20 群馬県 5 
 
35 栃木県 2 
6 大阪府 14 3 
 
21 愛媛県 4 
 
36 茨城県 1 
7 新潟県 12 14 
 
22 青森県 4 
 
37 岡山県  1 
8 千葉県 11 6 
 
23 石川県 4 
 
38 宮城県 1 
9 神奈川県 10 2 
 
24 富山県 3 
 
39 高知県 1 
10 鳥取県 9 47 
 
25 岐阜県 3 
 
40 鹿児島県 1 
11 福岡県 9 9 
 
26 山形県 3 
 
41 静岡県 1 
12 長崎県 8 27 
 
27 滋賀県 3 
 
42 徳島県 1 
13 福島県 8 18 
 
28 長野県 2 
 
43 岩手県 0 
14 山口県 7 25 
 
29 広島県 2 
 
44 宮崎県 0 
15 奈良県 7 29 
 
30 香川県 2 
 
45 山梨県 0 
         
46 福井県 0 
 
東京都が 35 記事で一番多く、岩手県、宮崎県、山梨県、福井県については記事が無かった。記事





また、12 記事で記事順位 7 位の新潟県は人口順位 14 位である。新潟県の場合は、プロジェクショ
ンマッピングの多様な利用形態が見うけられる。1 つは、新潟市の市歴史博物館みなとぴあの壁面で
の上映である。記事は 3 記事あり、2013 年 11 月 30 日朝刊によると、４月のラ・フォル・ジュルネ新
潟での県民会館の壁面の上映が好評だったことで新たな場所での効果を確認するために開催しており、
他の場所でのプロジェクションマッピングの評価が違う場所での利用につながったことがうかがえる。
また、フランス生まれの音楽祭「ラ・フォル・ジュルネ新潟」での上映の記事も 2015 年 5 月 10 日朝








説したり（2015 年 7 月 8 日朝刊）、中越地震を記録する「やまこし復興交流館 おらたる」ではプロ
ジェクションマッピングで山が崩れて川を塞ぎ、道が閉ざされて集落が孤立していく様子を表したり
（2014 年 5 月 3 日朝刊、2014 年 10 月 23 日朝刊）、解説や記録としての利用が見受けられた。 
9 記事で記事順位 10 位の鳥取県は人口順位 47 位である。鳥取県の記事については、鳥取砂丘砂の







































りする必要のためである。単純な作品であれば、Adobe After Effects や Adobe Illustrator などの既存の
ソフトウエアを使用してプロジェクションマッピングを行う例も見られる（MASARU OZAKI、2013）
が、プロジェクションマッピング専用ソフトとして、MadMapper(3)が登場しており、その他には、VJ
ソフトにプロジェクションマッピング機能を追加したGrandVJ + VideoMapper（4）やResolume Arene（5）、






































都道府県毎の記事に注目すると、記事数としては東京都が 1 番多く、観光都市である京都府が 2 番
















































（1） The Natural Edge Project ：http://www.naturaledgeproject.net/Keynote.aspx 
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